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プロジェクト５ アウトドア・スポーツの聖地　～豊かな自然を生かしたアウトドア環境を発信～

◆カヌーを中心としたアウトドア施設の整備
　・アウトドア拠点施設（センターハウス）の基本・実施設計
　　2,764万円
　・前川のカヌーコースを整備　5,117万円 新
　・アウトドア拠点整備に向けたイベントの実施　671万円 新

◆東山のにぎわい創出に向けた環境整備
　・林道長峰線に待避所設置　6,066万円 新
　・長峰山天平の森のトイレを洋式化　235万円 新
　・長峰山登山口駐車場を新たに整備　127万円 新
　・明科廃線敷に案内スポット・廃線敷マップ看板を設置　132万円 新
　・明科廃線敷で開催される安曇野 APPLE HALLOWEEN 補助 

　200万円
　・光城山頂上にベンチ新設　40万円 新
　・光城山登山口駐車場を拡張整備　427万円 新

◆北アルプス登山口駐車場等の混雑解消に向けた取り組み
　・登山口駐車場管理システム構築　3,989万円
　・山岳観光バス（安曇野の里～三股登山口）の実証運行　227万円 新

◆かじかの里公園の整備
　・駐車場の駐車台数を約２倍に増設　1,860万円 
　・管理棟、桟橋の改修、遊具更新等のリニューアル　7,026万円 

◆スポーツイベントと施設の充実
　・サイクリングイベントを開催　132万円 新
　・マウンテンバイクコースのさらなる充実　405万円
　・ジャパンアルプスサイクリングロードにサインを設置　420万円 新
　・アーバンスポーツフェスティバルを開催　100万円 新
　・前川ウォータースポーツ体験会を開催　72万円 新
　・穂高総合体育館テニスコート照明をLED化　6,109万円 新

インフォメーションセンター機能とカヌー貸出ルームや
準備室、カフェなどを備える予定で設計を実施

明科から長峰山へ向かう林道長峰線
すれ違いをスムーズにする待避所を設置

令和７年度予算特集

◆安曇野ナンバーの交付開始
　・安曇野ナンバーを推進　263万円

◆安曇野市×あずさマルシェ
　in LUMINE AGRI MARCHE の開催　231万円

◆シンガポールで農産物プロモーションを実施　1,155万円

◆地下水などの保全に向けた取り組み
　・第 2 次安曇野市水環境基本計画の策定　1,276万円
　・アルプス地域地下水保全対策協議会で
 　  水位調査・計画策定に向けた研修会を開催　87万円 新

首都圏で新鮮な安曇野産の農産物等を販売・PR

わさび田湧水群公園 憩いの池を清掃。地下水の保全と同
時に水環境保全・普及案内人「あづみの水結」を PR します

◆鐘の鳴る丘集会所での
　アーティスト・イン・レジデンス（AIR）開催
　・活動拠点となる鐘の鳴る丘集会所の管理運営　1,479万円 新
　・東京藝術大学 AIR　300万円
　・京都芸術大学アートプロジェクト　200万円

◆小説『安曇野』の地元小中学生への PR
　・小説の存在や生まれた経過を分かりやすく紹介する動画を
　　作成　220万円 新

◆豊科近代美術館（安曇野市美術館）のリニューアルと
　記念企画展の開催
　・豊科近代美術館大規模改修工事　４億5,045万円
　・ガラス工房40年記念兼美術館リニューアル記念展　390万円

　 ※豊科近代美術館は4 月から安曇野市美術館に名称を変更しました。

■アーティスト・イン・レジデンス（AIR）とは
アーティストが一定期間市内に滞在し、活動を支援する事
業。アーティストは、日常と異なる環境に身を置くことで活
動に没頭でき、さらに市民とアーティストが交流・体験を行
うことで芸術を身近に感じられる機会となっている。令和４
年度から継続して開催している。

アーティスト・イン・レジデンスの拠点として改修され
た鐘の鳴る丘集会所

地域とアーティストが交流 京都芸術大学アートプロジェクト

プロジェクト３ AZUMINOブランドの発信　 ～安曇野の価値を戦略的に国内外へ売り込む～

プロジェクト４ 文化・芸術中核都市の実現　 ～文化的素地を生かし、文化・芸術の「拠点」へ～

支障木などを伐採しマウンテンバイクコースを充実

そのほかの主な取り組み

◆子どもの医療費18歳まで無料化　7,568万円 新
◆低所得の加齢性難聴高齢者を対象に補聴器購入を助成　150万円 新
◆ゼロカーボンへの取り組み
　・住宅用地球温暖化対策設備設置補助に
　　新たに電気自動車購入補助を追加　2,733万円
　・公用車に電気自動車を導入　645万円 新
　・公共施設の照明をLED化　２億2,208万円
◆空き家戸数現地実態調査・空き家の活用など　7,739万円
◆物価高騰分の学校給食費を公費で負担　7,388万円
◆プラスチック製品廃棄物の資源回収開始
　・プラスチック使用製品廃棄物業者への持込料　801万円 新
◆認定こども園の園庭芝生化　1億8,885万円

地域おこし協力隊員による空き家の掘り起しやイベント
を開催し空き家活用を促進

あづみの水結 X( 旧 Twitter）
豊かな水の恵み、水を守り・育む地域の営み
を発信中。ぜひフォローをお願いします。


